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研究内容 

 

悪性腫瘍患者では血栓症、中でも静脈血栓塞栓症(VTE)発症率が高い。悪性腫瘍患者における血栓症発

症には腫瘍細胞による血液凝固能亢進および血小板活性化、化学療法、中心静脈カテーテル留置、ADL

低下などが関与していると考えられている。また血小板はがんの進行、転移に関与することが報告されており、さ

らに抗血小板薬のアスピリンが、大腸がんなどおもに消化管のがんの発症率、およびがんによる死亡率を低下さ

せる可能性が報告されている。このように血栓止血系と悪性腫瘍には深い関連があり、これらの研究はおもに

固形がん患者を対象として行われている。 

一方造血器腫瘍患者でも固形がん患者と同様に VTE 発症率が高いことが報告されており、中でも悪性リンパ

腫患者の VTE 発症率は 5-59.5%と高い。また多発性骨髄腫患者の VTE 発症率は約 5%と報告されているが、

サリドマイド、レナリドマイドなど免疫調節剤を投与した多発性骨髄腫患者では最高 58%まで高くなる。これらの

薬剤を使用する際には予防的に抗血小板薬、抗凝固薬を投与することが推奨されている。 

これらのことを踏まえて、我々は造血器腫瘍が血栓止血系に与える影響を解明することを目指して研究を進め

る。 
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